
（様式１）

文部科学大臣　殿

甲佐町長　　甲斐　高士

１． 施設整備計画の名称

甲佐町公立学校等施設整備計画

２． 計画期間

令和4年度～令和5年度（2年間）

（担当）

甲佐町教育委員会学校教育課　早﨑伊津子

住所：熊本県上益城郡甲佐町大字豊内719番地4

電話：096-234-0102

E-mail　gkkou01@town.kosa.lg.jp

甲教学第1163号

　　学校施設環境改善交付金交付要綱第８に基づき、下記のとおり施設整備計画

　の目標の達成状況に係る評価（事後評価）の結果を報告します。

施設整備計画の事後評価について

令和6年7月23日



３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

甲佐町教育委員会学校教育課において、事後評価を実施した。なお、町のホームページで事後
評価の結果を公表する。

施設整備計画に計画していた事業について、計画通りに事業を実施したことにより、当該小学校の
教育環境の改善及び防災機能強化を図ることができたことで目標は達成できた。

令和6年6月

該当事業なし



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

該当事業なし

該当事業なし

該当事業なし

該当事業なし

乙女小学校の屋外便所を整備し、運動場が災害時の避難所となった場合の防災機能強化を図る
ことができた。水洗化、洋式化及びバリアフリー化を行い、多目的トイレを設置したことで、誰もが使
いやすいトイレが整備できた。また、同小学校の外壁及び仕上材の剥落、落下防止のための工事
を行い、児童の安全性が確保できた。


